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平成22年3月期　連結決算  通期 前期実績・当期実績比較　及び　当期実績・次期計画比較　(実績:有価証券報告書ベース)

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

売 上 高 11,959,982 100.0 11,107,724 100.0 ▲852,258 ▲7.1 679,519 100.0 672,649 100.0 ▲6,870 ▲1.0 12,626,048 100.0 11,771,508 100.0 ▲854,540 ▲6.8 売 上 高 11,107,724 100.0 12,300,000 100.0 1,192,276 10.7 672,649 100.0 750,000 100.0 77,351 11.5 11,771,508 100.0 13,050,000 100.0 1,278,492 10.9

売 上 原 価 8,038,766 7,480,077 ▲558,689 380,653 374,810 ▲5,843 8,405,965 7,846,023 ▲559,942 売 上 原 価 7,480,077 8,316,060 835,983 374,810 420,060 45,250 7,846,023 8,736,120 890,097

売 上 総 利 益 3,921,215 32.8 3,627,646 32.7 ▲293,569 ▲7.5 298,866 44.0 297,838 44.3 ▲1,028 ▲0.3 4,220,082 33.4 3,925,485 33.4 ▲294,597 ▲7.0 売 上 総 利 益 3,627,646 32.7 3,983,940 32.4 356,294 9.8 297,838 44.3 329,940 44.0 32,102 10.8 3,925,485 33.4 4,313,880 33.1 388,395 9.9

販売費及び一般管理費 3,374,741 3,356,800 ▲17,941 292,156 287,664 ▲4,492 3,666,897 3,644,464 ▲22,433 販売費及び一般管理費 3,356,800 3,605,140 248,340 287,664 305,640 17,976 3,644,464 3,910,780 266,316

営 業 利 益 546,474 4.6 270,846 2.4 ▲275,628 ▲50.4 6,709 1.0 10,174 1.5 3,465 51.6 553,184 4.4 281,020 2.4 ▲272,164 ▲49.2 営 業 利 益 270,846 2.4 378,800 3.1 107,954 39.9 10,174 1.5 24,300 3.2 14,126 138.8 281,020 2.4 403,100 3.1 122,080 43.4

営 業 外 収 益 155,341 72,318 ▲83,023 1 25 24 155,343 72,343 ▲83,000 営 業 外 収 益 72,318 50,200 ▲22,118 25 － ▲25 72,343 50,200 ▲22,143

営 業 外 費 用 65,952 55,383 ▲10,569 － － － 65,952 55,383 ▲10,569 営 業 外 費 用 55,383 50,000 ▲5,383 － － － 55,383 50,000 ▲5,383

経 常 利 益 635,864 5.3 287,781 2.6 ▲348,083 ▲54.7 6,711 1.0 10,199 1.5 3,488 52.0 642,575 5.1 297,981 2.5 ▲344,594 ▲53.6 経 常 利 益 287,781 2.6 379,000 3.1 91,219 31.7 10,199 1.5 24,300 3.2 14,101 138.3 297,981 2.5 403,300 3.1 105,319 35.3

特 別 利 益 34,163 5,000 ▲29,163 － － － 34,163 5,000 ▲29,163 特 別 利 益 5,000 － ▲5,000 － － － 5,000 － ▲5,000

特 別 損 失 21,369 131,299 109,930 － 36 36 21,369 131,335 109,966 特 別 損 失 131,299 － ▲131,299 36 － ▲36 131,335 － ▲131,335

税 引 前 当 期 純 利 益 648,658 5.4 161,481 1.5 ▲487,177 ▲75.1 6,711 1.0 10,163 1.5 3,452 51.4 655,369 5.2 171,645 1.5 ▲483,724 ▲73.8 税 引 前 当 期 純 利 益 161,481 1.5 379,000 3.1 217,519 134.7 10,163 1.5 24,300 3.2 14,137 139.1 171,645 1.5 403,300 3.1 231,655 135.0

( 法 人 税 等 ) (197,000) (191,000) (▲6,000) (－) (－) (－) (197,000) (191,000) (▲6,000) ( 法 人 税 等 ) (191,000) (164,000) (▲27,000) (－) (－) (－) (191,000) (164,000) (▲27,000)

( 税 効 果 ) (42,154) (▲2,886) (▲45,040) (－) (－) (－) (42,154) (▲2,886) (▲45,040) ( 税 効 果 ) (▲2,886) (－) (2,886) (－) (－) (－) (▲2,886) (－) (2,886)

税 合 計 239,154 188,113 ▲51,041 － － － 239,154 188,113 ▲51,041 税 合 計 188,113 164,000 ▲24,113 － － － 188,113 164,000 ▲24,113

税 引 後 当 期 純 利 益 409,503 3.4 ▲26,631 ▲0.2 ▲436,134 －　 6,711 1.0 10,163 1.5 3,452 51.4 416,214 3.3 ▲16,468 ▲0.1 ▲432,682 －　 税 引 後 当 期 純 利 益 ▲26,631 ▲0.2 215,000 1.8 241,631 －　 10,163 1.5 24,300 3.2 14,137 139.1 ▲16,468 ▲0.1 239,300 1.8 255,768 －　

少 数 株 主 利 益 － － － － － － － － － 少 数 株 主 利 益 － － － － － － － － － 

当 期 純 利 益 409,503 3.4 ▲26,631 ▲0.2 ▲436,134 －　 6,711 1.0 10,163 1.5 3,452 51.4 416,214 3.3 ▲16,468 ▲0.1 ▲432,682 －　 当 期 純 利 益 ▲26,631 ▲0.2 215,000 1.8 241,631 －　 10,163 1.5 24,300 3.2 14,137 139.1 ▲16,468 ▲0.1 239,300 1.8 255,768 －　

※ 2001年(平成13年) ８月 子会社として買収 ※ 2005年(平成17年) ２月 子会社として設立 ※ 2001年(平成13年) ８月 子会社として買収 ※ 2005年(平成17年) ２月 子会社として設立

(当社所有株式割合 ： 65.2%) 　　(当社所有株式割合 ： 100%) 　　(当社所有株式割合 ： 95.0%) (当社所有株式割合 ： 65.2%) 　　(当社所有株式割合 ： 100%) 　　(当社所有株式割合 ： 95.0%)

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

売 上 高 3,595,666 100.0 3,867,411 100.0 271,745 7.6 172,571 100.0 84,414 100.0 ▲88,157 ▲51.1 160,623 100.0 145,314 100.0 ▲15,309 ▲9.5 売 上 高 3,867,411 100.0 4,260,000 100.0 392,589 10.2 84,414 100.0 146,773 100.0 62,359 73.9 145,314 100.0 221,400 100.0 76,086 52.4

売 上 原 価 2,981,023 3,025,481 44,458 78,709 44,738 ▲33,971 99,807 90,169 ▲9,638 売 上 原 価 3,025,481 3,271,905 246,424 44,738 65,405 20,667 90,169 135,873 45,704

売 上 総 利 益 614,642 17.1 841,929 21.8 227,287 37.0 93,861 54.4 39,676 47.0 ▲54,185 ▲57.7 60,816 37.9 55,144 38.0 ▲5,672 ▲9.3 売 上 総 利 益 841,929 21.8 988,095 23.2 146,166 17.4 39,676 47.0 81,368 55.4 41,692 105.1 55,144 38.0 85,527 38.6 30,383 55.1

販売費及び一般管理費 879,059 811,563 ▲67,496 78,918 81,246 2,328 55,031 61,104 6,073 販売費及び一般管理費 811,563 800,949 ▲10,614 81,246 75,896 ▲5,350 61,104 62,079 975

営 業 利 益 ▲264,417 ▲7.4 30,366 0.8 294,783 －　 14,942 8.7 ▲41,570 ▲49.3 ▲56,512 －　 5,785 3.6 ▲5,959 ▲4.1 ▲11,744 －　 営 業 利 益 30,366 0.8 187,146 4.4 156,780 516.3 ▲41,570 ▲49.3 5,472 3.7 47,042 －　 ▲5,959 ▲4.1 23,448 10.6 29,407 －　

営 業 外 収 益 16,869 48,441 31,572 1,504 38 ▲1,466 223 13 ▲210 営 業 外 収 益 48,441 2,741 ▲45,700 38 － ▲38 13 135 122

営 業 外 費 用 108,907 47,250 ▲61,657 5,186 4,091 ▲1,095 153 － ▲153 営 業 外 費 用 47,250 29,285 ▲17,965 4,091 4,377 286 － － － 

経 常 利 益 ▲356,455 ▲9.9 31,557 0.8 388,012 －　 11,259 6.5 ▲45,624 ▲54.1 ▲56,883 －　 5,854 3.6 ▲5,946 ▲4.1 ▲11,800 －　 経 常 利 益 31,557 0.8 160,602 3.8 129,045 408.9 ▲45,624 ▲54.1 1,095 0.8 46,719 －　 ▲5,946 ▲4.1 23,583 10.7 29,529 －　

特 別 利 益 － － － － － － － － － 特 別 利 益 － － － － － － － － － 

特 別 損 失 361,110 19,653 ▲341,457 － － － － － － 特 別 損 失 19,653 － ▲19,653 － － － － － － 

税 引 前 当 期 純 利 益 ▲717,566 ▲20.0 11,904 0.3 729,470 －　 11,259 6.5 ▲45,624 ▲54.1 ▲56,883 －　 5,854 3.6 ▲5,946 ▲4.1 ▲11,800 －　 税 引 前 当 期 純 利 益 11,904 0.3 160,602 3.8 148,698 1249.1 ▲45,624 ▲54.1 1,095 0.8 46,719 －　 ▲5,946 ▲4.1 23,583 10.7 29,529 －　

( 法 人 税 等 ) (7,421) (6,484) (▲937) (－) (－) (－) (3,679) (▲573) (▲4,252) ( 法 人 税 等 ) (6,484) (8,000) (1,516) (－) (－) (－) (▲573) (7,075) (7,648)

( 税 効 果 ) (58,294) (▲311) (▲58,605) (－) (－) (－) (－) (－) (－) ( 税 効 果 ) (▲311) (－) (311) (－) (－) (－) (－) (－) (－)

税 合 計 65,715 6,172 ▲59,543 － － － 3,679 ▲573 ▲4,252 税 合 計 6,172 8,000 1,828 － － － ▲573 7,075 7,648

税 引 後 当 期 純 利 益 ▲783,281 ▲21.8 5,731 0.2 789,012 －　 11,259 6.5 ▲45,624 ▲54.1 ▲56,883 －　 2,174 1.4 ▲5,373 ▲3.7 ▲7,547 －　 税 引 後 当 期 純 利 益 5,731 0.2 152,602 3.6 146,871 2562.7 ▲45,624 ▲54.1 1,095 0.8 46,719 －　 ▲5,373 ▲3.7 16,508 7.5 21,881 －　

少 数 株 主 利 益 － － － － － － － － － 少 数 株 主 利 益 － － － － － － － － － 

当 期 純 利 益 ▲783,281 ▲21.8 5,731 0.2 789,012 －　 11,259 6.5 ▲45,624 ▲54.1 ▲56,883 －　 2,174 1.4 ▲5,373 ▲3.7 ▲7,547 －　 当 期 純 利 益 5,731 0.2 152,602 3.6 146,871 2562.7 ▲45,624 ▲54.1 1,095 0.8 46,719 －　 ▲5,373 ▲3.7 16,508 7.5 21,881 －　

※ 2007年(平成19年) ７月 島津(香港)有限公司と ※ 2007年(平成19年) ７月 島津(香港)有限公司と

　　共同で販売合弁会社を上海に設立 　　共同で販売合弁会社を上海に設立

※ 2007年(平成19年) 11月 子会社として設立 　　(持分法適用関連会社のため、当社連結決算に、 ※ 2007年(平成19年) 11月 子会社として設立 　　(持分法適用関連会社のため、当社連結決算に、

　　(当社所有株式割合 ： 66.7%) 　　 下記数値の 30.0%が影響します。) 　　(当社所有株式割合 ： 66.7%) 　　 下記数値の 30.0%が影響します。)

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

売 上 高 29,370 100.0 30,026 100.0 656 2.2 365,175 100.0 568,389 100.0 203,214 55.6 16,323,794 100.0 15,679,337 100.0 ▲644,457 ▲3.9 売 上 高 30,026 100.0 32,109 100.0 2,083 6.9 568,389 100.0 683,265 100.0 114,876 20.2 15,679,337 100.0 17,425,376 100.0 1,746,039 11.1

売 上 原 価 17,135 18,678 1,543 247,307 367,554 120,247 11,324,572 10,804,669 ▲519,903 売 上 原 価 18,678 22,379 3,701 367,554 457,787 90,233 10,804,669 11,946,776 1,142,107

売 上 総 利 益 12,235 41.7 11,348 37.8 ▲887 ▲7.2 117,867 32.3 200,835 35.3 82,968 70.4 4,999,221 30.6 4,874,668 31.1 ▲124,553 ▲2.5 売 上 総 利 益 11,348 37.8 9,730 30.3 ▲1,618 ▲14.3 200,835 35.3 225,477 33.0 24,642 12.3 4,874,668 31.1 5,478,600 31.4 603,932 12.4

販売費及び一般管理費 6,649 7,042 393 121,964 153,135 31,171 4,677,650 4,597,221 ▲80,429 販売費及び一般管理費 7,042 7,094 52 153,135 158,301 5,166 4,597,221 4,851,798 254,577

営 業 利 益 5,585 19.0 4,305 14.3 ▲1,280 ▲22.9 ▲4,097 ▲1.1 47,700 8.4 51,797 －　 321,571 2.0 277,446 1.8 ▲44,125 ▲13.7 営 業 利 益 4,305 14.3 2,636 8.2 ▲1,669 ▲38.8 47,700 8.4 67,176 9.8 19,476 40.8 277,446 1.8 626,802 3.6 349,356 125.9

営 業 外 収 益 472 572 100 96 75 ▲21 112,106 107,965 ▲4,141 営 業 外 収 益 572 702 130 75 － ▲75 107,965 48,778 ▲59,187

営 業 外 費 用 － － － 148 208 60 176,042 84,998 ▲91,044 営 業 外 費 用 － － － 208 － ▲208 84,998 78,662 ▲6,336

経 常 利 益 6,058 20.6 4,878 16.3 ▲1,180 ▲19.5 ▲4,149 ▲1.1 47,568 8.4 51,717 －　 257,634 1.6 300,414 1.9 42,780 16.6 経 常 利 益 4,878 16.3 3,338 10.4 ▲1,540 ▲31.6 47,568 8.4 67,176 9.8 19,608 41.2 300,414 1.9 596,918 3.4 296,504 98.7

特 別 利 益 － － － － － － 59 5,000 4,941 特 別 利 益 － － － － － － 5,000 － ▲5,000

特 別 損 失 － － － － － － 382,479 110,513 ▲271,966 特 別 損 失 － － － － － － 110,513 － ▲110,513

税 引 前 当 期 純 利 益 6,058 20.6 4,878 16.3 ▲1,180 ▲19.5 ▲4,149 ▲1.1 47,568 8.4 51,717 －　 ▲124,785 ▲0.8 194,900 1.2 319,685 －　 税 引 前 当 期 純 利 益 4,878 16.3 3,338 10.4 ▲1,540 ▲31.6 47,568 8.4 67,176 9.8 19,608 41.2 194,900 1.2 596,918 3.4 402,018 206.3

( 法 人 税 等 ) (2,214) (1,270) (▲944) (－) (4,726) (4,726) (210,315) (198,181) (▲12,134) ( 法 人 税 等 ) (1,270) (1,335) (65) (4,726) (－) (▲4,726) (198,181) (180,410) (▲17,771)

( 税 効 果 ) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (84,436) (▲196,932) (▲281,368) ( 税 効 果 ) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (▲196,932) (－) (196,932)

税 合 計 2,214 1,270 ▲944 － 4,726 4,726 294,751 1,249 ▲293,502 税 合 計 1,270 1,335 65 4,726 － ▲4,726 1,249 180,410 179,161

税 引 後 当 期 純 利 益 3,844 13.1 3,608 12.0 ▲236 ▲6.1 ▲4,149 ▲1.1 42,841 7.5 46,990 －　 ▲419,537 ▲2.6 193,651 1.2 613,188 －　 税 引 後 当 期 純 利 益 3,608 12.0 2,003 6.2 ▲1,605 ▲44.5 42,841 7.5 67,176 9.8 24,335 56.8 193,651 1.2 416,508 2.4 222,857 115.1

少 数 株 主 利 益 － － － － － － ▲267,233 3,002 270,235 少 数 株 主 利 益 － － － － － － 3,002 53,876 50,874

当 期 純 利 益 3,844 13.1 3,608 12.0 ▲236 ▲6.1 ▲4,149 ▲1.1 42,841 7.5 46,990 －　 ▲152,304 ▲0.9 190,649 1.2 342,953 －　 当 期 純 利 益 3,608 12.0 2,003 6.2 ▲1,605 ▲44.5 42,841 7.5 67,176 9.8 24,335 56.8 190,649 1.2 362,632 2.1 171,983 90.2

 (平成22年3月期) 増減額 及び 増減率

増減額 及び 増減率

差　　　異前期実績
通　　期

当期実績
通　　期

差　　　異

 (平成21年3月期)

差　　　異

ジーエルサイエンス㈱ 個別決算  (分析機器＋自動認識)

前期実績
通　　期

前期実績
通　　期

当期実績
通　　期

増減額 及び 増減率  (平成21年3月期)

当期実績
通　　期

 (平成21年3月期)

 (平成21年3月期)

グロース  (分析機器事業)

当期実績
通　　期

当期実績
通　　期

差　　　異

 (平成22年3月期)

当期実績
通　　期

次期計画
通　　期

 (平成23年3月期) 増減額 及び 増減率増減額 及び 増減率

次期計画
通　　期

差　　　異

前期実績
通　　期

島津技迩  (分析機器事業)

 (平成21年3月期) (平成22年3月期) 増減額 及び 増減率

当期実績
通　　期

 (平成22年3月期)

連　結　決　算

 (平成21年3月期)

ジーエルサイエンス㈱ (分析機器事業)

差　　　異

ジーエルサイエンス㈱ (自動認識事業)

当期実績
通　　期

次期計画
通　　期

当期実績
通　　期

次期計画
通　　期

差　　　異
前期実績

対
当期実績

差　　　異

 (平成21年3月期) 増減額 及び 増減率 (平成22年3月期)

 (平成22年3月期)  (平成23年3月期)

次期計画
通　　期

ジーエルサイエンス㈱ 個別決算  (分析機器＋自動認識)

GL Sciences, Inc. (USA) (分析機器事業)

当期実績
通　　期

次期計画
通　　期

差　　　異

テクノクオーツ (連結) (半導体事業) ATAS GL International B.V. (分析機器事業)

2010年(平成22年) 6月4日

ジーエルサイエンス 7705

●通期　①前期実績/②当期実績(有価証券報告書ベース)
ジーエルサイエンス㈱ (分析機器事業) ジーエルサイエンス㈱ (自動認識事業)

差　　　異当期実績
通　　期

 (平成22年3月期) 増減額 及び 増減率

当期実績
通　　期

増減額 及び 増減率

GL Sciences, Inc. (USA) (分析機器事業)

差　　　異

 (平成22年3月期)  (平成23年3月期)

差　　　異

 (平成22年3月期)

 (平成21年3月期)

差　　　異

 (平成22年3月期)

当期実績
通　　期

前期実績
通　　期

 (平成21年3月期)

当期実績
通　　期

 (平成22年3月期) 増減額 及び 増減率

前期実績
通　　期

 (平成22年3月期)  (平成23年3月期) 増減額 及び 増減率 増減額 及び 増減率  (平成22年3月期)  (平成23年3月期)

 (平成23年3月期)

ATAS GL International B.V. (分析機器事業)

増減額 及び 増減率

次期計画
通　　期

差　　　異当期実績
通　　期

次期計画
通　　期

差　　　異 差　　　異次期計画
通　　期

連　結　決　算

テクノクオーツ (連結) (半導体事業)

 (平成22年3月期)

 (平成22年3月期)

差　　　異

島津技迩  (分析機器事業)

当期実績
通　　期

 (平成23年3月期)  (平成22年3月期)  (平成23年3月期) 増減額 及び 増減率増減額 及び 増減率

前期実績
通　　期

増減額 及び 増減率

当期実績
通　　期

差　　　異

 (平成22年3月期)

前期実績
通　　期

前期実績
通　　期

増減額 及び 増減率  (平成23年3月期)

前期実績
対

当期実績

前期実績
対

当期実績

当期実績
対

次期計画

●通期　①当期実績(有価証券報告書ベース)/②次期計画

当期実績
対

次期計画

当期実績
対

次期計画

当期実績
通　　期

 (平成22年3月期)増減額 及び 増減率

グロース  (分析機器事業)

－ 1 －



ご注意) 当資料は、会計期間 (2009年４月から2010年3月まで) にて作成しております。

注１) 設備投資には、長期前払費用を含んでおります。 注) 設備投資には、長期前払費用を含んでおります。 注) 設備投資には、長期前払費用を含んでおります。

　２) '09/3期2Q及び'09/3設備投資には、横浜支店

　    自社ビル用土地建物241百万円を含んでおります。

　　　 当支店の新社屋は、'09/5に完成いたしました。

　３) '08/3期は、埼玉県入間市内の総合技術センター

   　 に東棟を新設しております。

研究開発費

研究開発費対製品売上比率 (%)

注意) 上記試験研究費 及び 対製品売上高比率は、ジーエルサイエンス㈱ 個別(単体)ベースにて計算されております。

配当金総額 (百万円)

１株当たり配当金 (円/,年間)

配当性向 (連結) (%)

配当性向 (個別) (%)

会社別 実績 及び 計画数値 (単位:百万円) (単位:百万円)

'08/12期 '09/12期
10/12期

計　　画

117

▲4

自動認識事業

136

841 52

17220512,626 11,771 13,050

'08/3期

814 67912,690 11,959 11,107

GL Sciences, Inc. (USA) 株式会社グローステクノクオーツ株式会社 (連結) ATAS GL Ineternational B.V.

4,138 4,515 9343773,921 298 329

2

5 ▲5

1

23

672 13,502

297

計　画

▲

'09/3期 '10/3期 '08/3期 '10/3期 '10/3期

15,679

877

▲152572

'11/3期
'08/3期

698

596

17,425

626

5,592

18,537

962

2 2 ▲5 16▲4524▲26 215 64550 409 6 ▲16 23941610

▲45

12▲45 1

1

1 3 223 ▲783 105 11 3152

17124 11655 2403 ▲717 11 16020

512

5 512

24 ▲356 31 160746 3642 297 403

60

4

321

11 ▲5

23▲5

23 257

▲41553

4,99955 85

281 4 14

988 39 81934,220 3,925 4,313 614 97

365

▲124

84 146 160 145

300 596

194

4,874

750

190 362

3

11 9

4

30

6

5,478

'09/3期 '10/3期
'11/3期

'09/3期
計　画

'08/3期

2010年(平成22年) 6月4日

'09/3期
'11/3期 '11/3期

計　画 計　画
'09/3期

221 16,323

635 6 10

648 161 10379 64

287

2.5

844

12,300

3,627 3,983

546 270 6

681 379

3.1 1.97.3

'09/3期 '10/3期
計　画 計　画

'08/3期

ジーエルサイエンス株式会社
ジーエルサイエンス株式会社 (個別)

8.7

'11/3期

計　画
'09/3期 '10/3期

9.9

分析機器事業

'08/3期 '09/3期

4.46.6 1.85.2

54

4,260

30 187

3,595 3,8674,927

3.4

計　画
'10/3期

'11/3期
'09/3期 '10/3期

'11/3期

2.4

当 期 純 利 益

6.9
'07/3期

▲16  239  

'10/3期 '11/3期(予)

3.1 売上高営業利益率

8.17.8596  

'07/3期

7.6
656

◆
659

7.8
644

'11/3期(予)

707
'11/3期(予)

50 39 
13 

'08/3期

'07/3期
46 

'11/3期(予)

8.1

'11/3期(予)
12,515 355 設 備 投 資

'07/3期 '08/3期 '09/3期 '10/3期

減 価 償 却 費

'10/3期
3,561  

'11/3期(予)'08/3期 '09/3期 '07/3期 '08/3期 '10/3期'09/3期'10/3期

289 
750 

4,795 
811 

3,779 
663 

3,488 

'10/3期'09/3期

4,160 
666 

15,679 18,537 

'08/3期'07/3期

17,425 

'11/3期(予)

'09/3期
12,169 

'10/3期

16,323 

11,236 

666 
3,715  

1,595  

1,153  

1,511  

3,198  

'11/3期(予)
3,613  

'07/3期

18,975 計

13,332 
4,976 

分析 機器 事業

半 導 体 事 業

自動 認識 事業

'08/3期
12,929 

642
'09/3期 '10/3期

626  

325 
509 
387 

909 330 
385 

92 
341 

191 
371 

設 備 投 資

309 400 
193 
422 

3 
9 

－ 
減 価 償 却 費

228 
339 減 価 償 却 費

194 
25 

58 
22 

416  

553  403  
403  297  

592  

1,330  

ガスクロマトグラフ(商品)

液体クロマトグラフ(商品)

営 業 利 益281  888  
'11/3期(予)

1,207  

13,050  

そ の 他 ( 製 品 ) 1,509  

'08/3期 '09/3期
ガスクロマトグラフ(製品)

液体クロマトグラフ(製品)

3,801  
3,097  

4,041  

1,461  

'07/3期

3,126  

7705ジーエルサイエンス

3,669  
3,088  

'07/3期
106 設 備 投 資

1,103  

計

当 期 純 利 益

売 上 高

売上高営業利益率

売上高経常利益率

◆

営 業 利 益

経 常 利 益

そ の 他 ( 商 品 )

売上高経常利益率

税 引 前 当 期 純 利 益

経 常 利 益

売 上 総 利 益

'08/3期

5.15.5

'08/3期

'07/3期 '08/3期

615  

1,888  
1,969  

13,502  

1,363  
723  

13,800  

1,301  
746  

1,785  

'09/3期

12,626  

642  

11,771  

経 常 利 益

'10/3期

1,313  

1,643  

1,456  
1,111  

1,564  
1,292  
1,720  
2,025  

933  
1,470  

362  190  

3.8
3.6

'11/3期(予)

2.0
'08/3期 '09/3期

572  

営 業 利 益

277  
300  

6

962  321  
698  

▲152  
257  1,383  

153

80.7

当 期 純 利 益

795 88893

64

615

24378

  － 58.8  － 

10

'08/3期

909

'11/3期

251 249

403 ▲264

45.0 45.0

12

5

'10/3期

1.6 42.5 43.9
34.8 40.8

'10/3期

  － 
45.0   － 
 － 

30.0
232

47 67

  － 

225

　島津技迩(上海)商貿有限公司は、当社が30％出資している
上海(中国)の関連会社で、中国市場における分析機器およ
び理化学機器用消耗部品・前処理装置・関連消耗部品の販
売及び関連するアフターサービスを目的としております。

568

連　結　決　算 島津技迩(上海)商貿有限公司

'07/12期

DATA FILE 2010/3
ジーエルサイエンス株式会社

売 上 高

□

29

　 '11/3期(予)の配当につきましては、現時点において、合理
的な業績予想の算定が困難であることから、未定とさせてい
ただきます。
　 今後は業績の回復に努め当社グループの事業環境の推
移を見極めた上で配当予想額の開示が可能となり次第、速
やかに開示いたします。

'07/3期 '08/3期 '09/3期 '11/3期(予)
(参考データ)　島津技迩(上海)商貿有限公司

200

683

営 業 利 益

　'07/12期は、2007年６月に設立し、10月より営業活動を開始
したため、３ヶ月の実績数値となります。
　当連結決算は、持分法適用関連会社のため、上記数値の
出資比率30％を乗じて計算しております。

25

277

10

5

3

32

2

6

4 32

売 上 総 利 益

2

9

▲26
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2010年(平成22年) 6月4日

7705

         第43期　期末　個別決算(分析機器+自動認識)

       販管費・営業外損益・特別損益　内訳
単位：千円(単位未満 切捨て)

 (前期)  (当期)

第42期 第43期 前期 当期

（販管費） 前期 当期 増減額 平成21年3月期 平成22年3月期 増減額 増減率
（営業外収益）

運賃荷造費 108,523 103,751 △4,772 売 上 12,626,048 11,771,508 △854,539 △ 6.77 受取利息 11,591 24,622

広告宣伝費 102,971 87,009 △15,962 売 上 原 価 8,405,965 7,846,023 △559,942 △ 6.66 受取配当金 62,286 7,060

貸倒引当金繰入 10,265 17,806 7,540 売 上 総 利 益 4,220,082 3,925,485 △294,596 △ 6.98 為替予約評価益 31,294 0

役員報酬 120,899 118,734 △2,164 販 管 費 3,666,897 3,644,464 △22,433 △ 0.61 為替差益 0 0

給料手当 1,109,959 1,142,177 32,217 雑収入 50,170 40,660

賞与 234,813 189,631 △45,182 営 業 利 益 553,184 281,020 △272,163 △ 49.20 計 155,343 72,343

賞与引当金繰入 156,592 173,060 16,468 （営業外費用）

退職給付引当金繰入 54,088 160,356 106,267 営 業 外 収 益 155,343 72,343 △82,999 支払利息 34,727 43,631

役員退職給与引当金繰入 11,980 12,451 471 営 業 外 費 用 65,952 55,383 △10,569 手形売却損(割引料) 362 0

法定福利費 188,683 206,042 17,358 為替予約評価損 0 2,989

福利厚生費 46,714 28,907 △17,807 経 常 利 益 642,575 297,981 △344,594 △ 53.63 為替差損 27,496 3,200

賃借料 153,059 134,172 △18,887 雑損失 3,366 5,561

減価償却費 128,841 118,475 △10,365 特 別 利 益 34,163 5,000 △29,163 計 65,952 55,383

公租公課 55,095 47,304 △7,790 特 別 損 失 21,369 131,335 109,966
（特別利益）

交際費 8,373 7,801 △572 貸倒引当金戻入益 34,104 0

旅費交通費 143,958 128,691 △15,266 税引前当期利益 655,369 171,645 △483,724 △ 73.81 固定資産売却益 59 0

通信費 37,403 34,951 △2,452 投資有価証券売却益 0 5,000

試験研究費 644,090 642,920 △1,170 法 人 税 等 197,000 191,000 △6,000 計 34,163 5,000

支払手数料 111,824 95,928 △15,896 法人税等調整額 42,154 △2,886 △45,040
（特別損失）

車両費 23,274 16,720 △6,553 固定資産除売却損 3,704 2,577

消耗品費 72,465 63,408 △9,056 当 期 利 益 416,214 △16,468 △432,683 △ 103.96 投資有価証券売却損 115 0

その他 143,017 114,160 △28,857 投資有価証券評価損 17,550 16,282

計 3,666,897 3,644,464 △22,433 貸倒引当金繰入 0 40,475

売上総利益率 33.42% 33.35% -0.07% 役員退職慰労金 0 72,000

営業利益率 4.38% 2.39% -1.99% 計 21,369 131,335

経常利益率 5.09% 2.53% -2.56%

ジーエルサイエンス　　

otaki
テキストボックス
－ 3 －
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（セグメント別業績） (前年同期比増減率  ％)  

単位 ： 千円　

第43期 (平成22年３月期)

売 上 高 営業利益 売 上 高 営業利益 売 上 高 営業利益 売 上 高 営業利益

(▲20.0) ( － ) (▲49.5) ( － ) (▲22.7) ( － ) (▲28.4) ( － ) 
2,273,173 △128,047 587,783 △151,783 126,319 △19,950 △247 2,987,275 △300,029 

(▲13.4) (▲59.7) (▲20.3) ( － ) (4.2) (176.1) (▲14.3) (▲41.1) 
2,781,881 64,010 883,184 △23,866 213,034 29,415 2,414 3,878,100 71,974 

(▲13.4) (▲66.2) (38.1) ( － ) (23.0) ( － ) (▲1.7) (97.7) 
2,530,870 36,018 1,101,383 31,735 123,675 △13,209 △272 3,755,929 54,272 

(14.3) (12.9) (189.0) ( － ) (1.5) (▲18.6) (32.8) (619.2) 
3,650,504 264,422 1,206,772 174,281 200,754 13,919 △1,393 5,058,031 451,229 

(▲7.7) (▲59.1) (8.3) ( － ) (▲0.3) (51.6) (▲3.9) (▲13.7) 
11,236,429 236,404 3,779,123 30,366 663,784 10,174 501 15,679,337 277,446 

第42期 (平成21年３月期)

売 上 高 営業利益 売 上 高 営業利益 売 上 高 営業利益 売 上 高 営業利益

(▲3.7) (▲15.7) (▲4.1) (▲57.3) (▲27.8) ( － ) (▲5.0) (▲49.5) 
2,841,692 78,736 1,165,052 36,235 163,439 △5,765 △4 4,170,183 109,201 

(5.1) (▲0.5) (▲1.8) ( － ) (3.9) (▲41.2) (3.3) (▲16.6) 
3,213,244 158,676 1,107,934 △46,097 204,373 10,653 △1,053 4,525,552 122,179 

(▲9.1) (▲50.9) (▲34.9) ( － ) (▲19.2) ( － ) (▲16.3) (▲86.4) 
2,921,875 106,551 797,730 △64,685 100,539 △15,288 869 3,820,146 27,447 

(▲13.9) (▲31.1) (▲66.0) ( － ) (▲25.1) (▲67.9) (▲26.7) (▲84.3) 
3,192,592 234,164 417,606 △189,870 197,712 17,109 1,337 3,807,911 62,742 

(▲5.9) (▲28.6) (▲27.3) ( － ) (▲17.9) (▲92.8) (▲11.9) (▲66.6) 
12,169,404 578,129 3,488,324 △264,417 666,066 6,709 1,149 16,323,794 321,571 

2010年(平成22年) 6月4日
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 【LC 充填カラム Inertsil】 【GC ｷｬﾋﾟﾗﾘｰｶﾗﾑ InertCap】 【ﾊｲｽﾋﾟｰﾄﾞｾﾊﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ LC-800】

 【H21.9.2～4 2009 分析展 in 幕張メッセ】 

 
1. 第 43 期通期業績概要 

平成 20 年 9 月のリーマンショックを受け、平成 21 年 3 月期は、特に第 4 四半期にお

いて対前期比▲14.6%と言う厳しい状況で終了いたしました。 
平成 22 年 3 月期は、回復を期待してスタートしたものの、その第 1 四半期は、多くの

顧客が、前年度の低迷不安を、期首における買い控えにつなげる結果となり、自社製品、

他社商品ともに、ここ数年来、例の無い、大幅な未達成でスタートいたしました。＜第１

四半期期間 修正前売上計画達成率 76.7%、前期比▲19.8%＞ 
第 2 四半期は、第１四半期の危機的な低迷を受け、全社員が一丸となり協力し合って拡

販活動を行なおうと、「セールス・サポート作戦（通称ＳＳ作戦）」をスタートいたしまし

た。しかし効果は即座には出ず、また上半期設備投資の凍結および経費削減等により＜修

正前売上計画達成率 84.6%、前期比▲12.3%＞と厳しい状況が続きました。特に自社装置

関連の落ち込みが大きく影響いたしました。 
第3四半期首10月度は下半期予算の開始月でもあり、例年低迷する月ではありますが、

予測以上に下回り＜修正前売上計画達成率 79.5％、前期比▲24.4%＞でした。しかし 11
月、12 月と、顧客本来の購入状況に活気が戻り、消耗品の売上げに回復の兆しが見え始

めたのがこの頃です。 
特に、当社の主力製品であるイナートファミリーの一種である液体クロマトグラフ用充

填カラム イナートシル（Inertsil）では、12 月 1 日～3 月 31 日の期間「年度末キャンペ

ーン」を行ない、拡販に努めました。これにより本製品が含まれる販売分類群の消耗品売

上金額は、第 3四半期期間において＜前期比＋5.5%＞と確実に売上を伸ばし始めました。 
しかしながら装置関連が低迷したため、第 3 四半期実績は、＜修正前売上計画達成率

78.5%、▲13.2%＞と言う結果で終了いたしました。 
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そして迎えた第 4 四半期は、第 3 四半期の消耗品関連の好調な勢いを受け、補正予算、

残予算の獲得により、消耗品を中心に引き続き売上を伸ばしました。 
また装置関連では、平成 21年 9月 15日に開催された中央環境審議会水環境部会の、「水

質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準等の見直しについて」の第 2 次報告におい

て、新たに「地下水環境基準項目」として塩化ビニルモノマーが追加され、その測定分析

装置として、当社が長年に渡り販売を続けている「パージ・トラップ装置」が記載された

ため、これにともない、弊社製パージ・アンド・トラップ 5000J Plus が極めて好調な販

売実績となりました。 
以上により、第 4 四半期期間の消耗品関連の売上は＜修正前売上計画達成率 93.9％、前

期比＋8.9%＞装置関連の売上は＜修正前売上計画達成率 122.9％、前期比＋23.3%＞総売

上では＜修正前売上計画達成率 104.8％、前期比＋14.8%＞と、過去最高の第 4 四半期売

上結果となりました。 
最終的に、第 43 期（平成 22 年 3 月）期末の分析機器事業の売上実績は、11,107,724

千円、期初計画 12,770,000 千円に対し計画達成率 87.0％、修正計画 10,524,000 千円に

対し達成率 105.5%、前期比伸び率▲7.1％（▲852,258 千円）となりました。売上総利益

については修正計画 3,429,319 千円に対して 3,627,646 千円で達成率 105.8％、前期比▲

7.5％でした。また営業利益については修正計画 21,773 千円に対して 270,846 千円で、達

成率 1,244.0％、前期比では▲50.4％という結果でした。 
 
2. 主力製品群の動向について 

◆当社が世界に誇る“イナートファミリー” 

 ・イ ナ ー ト シ ル(Inertsil)：ＬＣ(液体クロマトグラフ)充填カラム 

 ・イナートキャップ(InertCap)：ＧＣ(ガスクロマトグラフ)キャピラリーカラム 

 ・イナートセップ(InertSep)：試料前処理用固相カートリッジ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 主力自社消耗品となるイナートファミリー＜イナートシル＞＜イナートキャップ＞

＜イナートセップ＞については、液体クロマトグラフ用充填カラム「イナートシル」が、

国内ではキャンペーンによる拡販により前期比＋9.4％、海外ではインドの製薬分野を中

心として前期比＋18.2％と順調に売上を伸ばしました。全社合計では、前期比＋11.9％
の伸びとなっております。 
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資料濃縮用固相カートリッジ「イナートセップ」では、前期比+20.7%と、飛躍的な伸

びをいたしました。 
 ガスクロマトグラフ用キャピラリーカラム「イナートキャップ」は、上半期において

は、前期比▲16.5％と低迷いたしましたが、下半期には国内キャンペーンの効果が現れ

+10.3%と伸びたため、通期では、＋6.2％と微増いたしました。 
 それぞれ高収益力の製品群で、下半期の業績に多くの貢献が出来ました。 

 
◆環境分析装置 

 装置では、販売総数が低迷する中、弊社が

得意とする環境分野の水質・大気関連用装置

は、売上を伸ばしました。 
 特に、前述いたしております通り、水質環

境関連前処理装置でありますパージ・アン

ド・トラップ 5000J Plus は、前期比＋43％。

同様に水質環境関連前処理装置でありますア

クアトレース 799 は、前期比＋67％。また大

気環境関連前処理装置であります AERO シス

テムは＋80％の伸びをいたしました。 
【ﾊﾟｰｼﾞ＆ﾄﾗｯﾌﾟ 5000J ＋ ｵｰﾄｻﾝﾌﾟﾗｰ】 

 それに対し、前期、前々期と好調な販売をいたしてお

りました製薬会社向け高額バイオ自社装置 全自動分注

システム MICROLAB は、前期比▲58％。と半減いたし

ております。 
 
 
 
 
 
 
 

【アクアトレース 799】 
 
 
 

【全自動ｷｬﾆｽﾀｰ濃縮導入ｼｽﾃﾑ AERO ﾀﾜｰｼｽﾃﾑ】 
 
 
 
 
 
 
 
 【全自動分注システム MICROLAB(マイクロラボ)】
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3. 海外市場の動向 
 海外市場におきましては、異常な円高が進み、大型装置やガスクロマトグラフ関連

の消耗品受注が激減いたしました。 
また、ドル安のため米国企業へ注文が移り始めたという情報も聞こえ、上半期の売

上高は、前期比▲6.5％でした。 
しかし製薬業界は下半期から立ち直り、輸出主力製品でありますイナートシルは、

通期の売上金額で前期比＋13％の増加となり、貿易課売上全体の 77％を占めました。

そのため、下半期の売上高は、前期比＋3.9％でした。 
その結果、通期での売上高は、前期比▲1.5％に留まることができました。 

 
4. 第 44 期計画概要 

分析機器事業の営業本部方針としては、分析機器事業戦略に基づきイナートファミリーを

はじめとする自社製品の拡販を主軸に、売上計画 123 億円、売上総利益計画 39 億 8 千万円

（32.4％）の必達をはかります。 
 
(１) 市場戦略 

国内、海外ともに、医薬品分野の市場は活発に動いており、特にジェネリック市場

は急激に拡大をするものと予測しております。 
 当社においても、医薬品市場に対しては、全社的な協力体制を組み、積極的にアプ

ローチし、売上の拡大を目指します。 
 また、環境市場も活況であることから、医薬品市場攻略と同様、全社的な協力体制

により、食品・水質・大気と言った三つの切り口から、前処理の消耗品、装置の拡販

活動に取り組んで参ります。 
 
(２) 主力製品戦略 
① イナートシル（液体クロマトグラフ用充填カラム） 

 新シリーズ Inertsil ODS-4 を販売開始してか

らおよそ１年半が経過し、国内、海外ともに徐々に

市場に浸透し始めて参りました。今期は引き続き

ODS-4 を中心として、製薬市場への拡販を進め、

Inertsil シリーズを中心とする自社 LC カラムの当

該セグメントにおいて、国内では前期比＋19.3％、

海外では＋14.2％を目標に販売活動を展開します。 
 
② イナートキャップ（ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ用ｷｬﾋﾟﾗﾘｰｶﾗﾑ） 

 国内唯一のキャピラリーカラムメーカーとして、

分析ニーズを的確に捉え、満足いただける新製品を

ラインナップいたします。 
また、メーカーならでは可能な、カスタマイズキ

ャピラリーカラムの対応も進め、前期比＋7.0％を

目標に販売強化を図ります。 
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③ イナートセップ（試料濃縮用固相カートリッジ） 
  “InertSep” のブランド名の市場への浸透は、ま

だまだであります。そこで今期は、“InertSep” の
ブランド力の強化を図り、知名度を上げます。 
 また、徹底したお客様至上主義による拡販を展開

いたします。さらに、今まで海外への展開を図って

来なかったため、今期はアジア圏、EU 圏、アフリ

カ圏を中心とした展開も視野に入れます。 
以上により、InertSep を中心とする固相抽出消

耗品の当該セグメントでは前期比＋20.0％を目指します。 
 
④ 液体クロマトグラフ装置 

 当社の技術の推移を結集した、高速・高分離・高感度を実

現させた一体型 HPLC システム「ハイスピードセパレーシ

ョンシステム LC-800」。 
通常より粒径の細かい３μm の HPLC カラムを使用する

ことにより、分析時間が 1/8。また約 2.3 倍の感度向上（社

内比）が得られます。 
 発売開始してから約１年、デモ等でお使いいただいたお客

様には、たいへん好評をいただいております。 
 
 

【ﾊｲｽﾋﾟｰﾄﾞｾﾊﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ LC800】 
 
⑤ パージ＆トラップ濃縮導入装置 

「地下水環境基準項目」として塩化ビニルモノマー

が追加され、これにともない、弊社製パージ・アン

ド・トラップ 5000J Plus の販売台数が増加したこ

とは前述の通りですが、需要は継続されており、今

期、上半期まで続くものと予測いたしております。 
 
 【ﾊﾟｰｼﾞ＆ﾄﾗｯﾌﾟ 5000J ＋ ｵｰﾄｻﾝﾌﾟﾗｰ】 
 
 
⑥ 自動固相抽出装置 

 従来の水質分析用全自動固相抽出装置 ASPE699 に新機能

を付加したリニューアル製品 ASPE799 を市場に投入してか

ら、およそ１年が経過いたしましたが、市場投入時点から、

好調に販売されております。競争力のある装置であり、当期

は前期比＋14％を目指します。 
 
 

【アクアトレース 799】
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◆自動認識事業                                 

平成 22 年 3 月期 （第 43 期）決算説明会 資料

                                              

○第 43 期売上計画・利益計画達成概況について 

第 43 期売上計画は、前期計画策定時の取引先情報査定の甘さを反省し、また経営環

境が引き続き厳しい条件が続くものと想定して、やや抑えた 750 百万円の計画としまし

た。しかしながら、景気に対する不透明感が増す経済情勢の影響を受け、取引先での投

資の抑制や経費削減により開発案件棚上げ・凍結等が続出し、想像以上に苦戦を強いら

れる結果となりました。特に、当社の主力製品であるアクセスコントロール市場の機械

警備用端末、住宅用電池駆動 IC 錠、時間情報端末などは期待した程は伸びず、また、

システム部門での影響は更に深刻で、警備会社および設備関連会社からの受注は計画の

50％台と低調に推移し、主力の入退室管理用コントローラ JanitorHSD や XRC100 の

販売量は前年実績を割り込むことになりました。 
それでも計画達成率 90％近くを確保できたのは、42 期より取り組みを開始した情報

通信市場への製品展開がようやく今期から成果に結びついてきた結果であり、今後デジ

タルサイネージ分野や大学関係向け情報端末分野など RFID 技術応用製品は、期待した

通り市場拡大が急速に進むものと予想されます。 
この結果、売上実績は 672,649 千円（計画達成率 89.7％；前期比▲1.0％）、売上総利

益は 297,838 千円（計画達成率 90.4％；前期比▲0.3％）となり、営業利益は 10,174 千

円（計画達成率 57.5％；前期比＋51.6％）となりました。 

○RFID 関連の市場動向 

《概要；文中は日本自動認識システム協会が作成した資料（会員アンケート集計）を参考としています》 

 

社団法人「日本自動認識システム協会」の 2009 年度（1 月～12 月）出荷量・出荷金額調

査ではRFID関連全体の出荷金額合計は前年度比 6.5％減の 335 億円であったと報告されて

います。2008 年度に続きマイナス成長となりました。 

 内訳は、リーダライタが、出荷金額 2008 年対比 2.6％減の 108 億円、RFID（非接触IC

カード、タグ、チップ・インレット）の出荷金額は 2008 年度とほぼ同等の 198 億円、応用

機器では、出荷金額 2008 年対比 18.9％減の 22 億円でありました。 

 また、当事業本部が主力として展開しているリーダライタは出荷金額で長波・中波帯が

2008 年対比 13.3％減の 13 億円（当社 1.6 億円）、短波帯が 3.6％減の 80 億円（当社 3.4
億円）、UHF帯が 38.6％減の 4.3 億円、マイクロ波帯が 72.0％減の 1.4 億円でした。 

自動認識システム協会の集計では RFID 関連の出荷金額は 2008 年後半から 2009 年の全

般におよぶ景気低迷の影響を受け 2007 年をピークに減少が続いています。 

しかし、RFID 技術利用は、製造現場や物流センター等を中心に着実に導入が進んでいま

す。また、駐車場、資料管理、入退室管理、遊戯産業、医療等の分野でも確実に増えてき

ています。さらに UHF 帯の法改正により、広範囲での読取り運用が可能となったことによ

り物流業界での利用が急速に拡がっていくと期待されています。 



○第 44 期売上計画ついて 

第 44 期売上計画は、現状営業マンが把握している主要取引先の受注見込み額が 850 百

万円を超えるものの、一方取引先業界を囲む環境が予想以上に深刻な状況にあることを勘

案して、やや控え目であるが前期比 11.5％増の 750 百万円と計画しました。 
ただし、当事業部内では、あくまでも 10 億円を目指し最低でも 850 百万円を達成する

体制で臨む方針です。とくに、前期経費削減を考慮し、中止した製品開発を軌道に乗せ完

了させるなど、これまで進めてきた RFID 製品のラインナップの不足部分を充実・完成さ

せることと、XPC100 や小型ハンディを中心とした付加価値新製品開発に注力し、競争力

のある製品を武器に売上拡大を図ってゆく方針であります。 

○主力製品動向 

【NM06・7 シリーズ】

年間 3 万台の販売実績

の主力製品 

≪機器組込ユニット≫ 
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ます。 

当社が提供する機器組込用のリーダライタモジュールは、大き

く分類すると、警備機器メーカ、勤怠管理機器メーカ、入室管理

機器メーカという設備系のメーカへの納入と、アーケードゲーム

を中心としたアミューズメント業界と FA 分野や OA 分野の情報

通信ソリューション機器として提供されています。

 
◇設備系への納入は、昨今の不動産不況等の影響を受けて苦戦しました。継続取引先から

の受注は比較的安定していたものの第 42期に受託開発を完了したカスタム品の納入が見込

みを割込む結果となる案件が、多く発生しました。しかし、第 44 期ではこれらの動向は持

ち直しして来るものと見込んでいます。 
当分野ではマーケットの飛躍的な増大ということは、直近では考えづらい面がありますが、

当社のシェアの向上による数量増大の可能性はまだまだあると考えています。 
◇アミューズメント業界への納入については、第 43 期は惨憺たる状況となりました。 
第 44 期は回復傾向が見られるものの、まだまだ厳しい状況は続くものと考えています。

求められる傾向は単機能、低コスト、短納期であるということを理解しましたが、RFID 機

能のみの取組みから制御機能をプラスした製品提案を積

極的に展開することで大きな市場となることを期待して

います。 
◇情報通信系のビジネスとしては、昨年度では電子広

告・デジタルサイネージ分野にて当社製品を大量採用い

ただきました。顧客毎で分類されたマーケット情報、広

告の配信に、RFID は必須となります。今後も、大量で安

価な RFID 機器が求められることになるでしょう。当社

ではこれらの要求に応えるべく、より小型で安価でかつ

安定した性能を持つ機器組込用リーダライタモジュール

の開発を行っており第 44 期より提供を開始し

◇FA 関連や物流ビジネス向けの製品については当社と

してあまり積極的な開発を行っていませんでしたが、第 44 期より当該市場向け（ISO15693
系を中心とした）機器の充実を図ることにより新たな市場への参入を図っていく予定です。 

デジタルサイネージ端末 
右下部に RFID 装置を内蔵 



≪付加価値製品群≫ 
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。

◇入退室管理専用機器としての XRC100 シリーズは当社の主

力製品でありますが、不動産不況の影響もあり、伸び悩んでいる

のが実情です。しかしながら、継続した機能追加・バリエーショ

ン展開が功を奏していることもあり新規の顧客が増えつつあり

ます。大型案件よりも細かい案件を重ねていくことにより売上を

増していく予定です。 
 
◇入退室管理機器を扱っているメーカ、ベンダへ提供している

壁付型リーダとして XR01 シリーズに加え、XR10 シリーズをリ

リースいたしました。 
本製品も大手電機メーカの標準採用品となったこともあり、バ

リエーション展開がのぞめます。昨今では入退室管理機器メー

カ・ベンダが IC カードリーダの自社開発を断念し、当社のようなカードリーダメーカから

の調達を図ることでコントローラおよびシステム開発に専念する傾向が見られます。これに

より、当社のカードリーダがさまざまなメーカ・ベンダより引き合いをいただくようになっ

てきました。この傾向は当面続くものと見られ、顧客の要望に応えるカスタム対応力が不可

欠となります。 

入室管理装置 
XRC100 シリーズ 

XR10 シリーズ 
XR01 シリーズ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今期提供予定 
XR100 シリーズ 

◇第 44 期では液晶付タッチパネル付リーダ XR100
シリーズのリリースを行うことにより、さらに豊富なバ

リエーションを実現し、顧客の要望に応えていきます



≪ソリューションビジネス≫ 

OS 搭載プログラマブルリーダライタ 
XPC100 

目的・用途にあわせさまざまな動作を実

現するプログラマブルなコントローラ

一体型リーダライタ 
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ります。 

、新たな市場開拓を行い、売上増大を図り

ます。 
－以上－ 

◇昨年ある特定ベンダを経由して某大学向け

に納入した Windows CE という OS を搭載した

プログラマブルなカードリーダ XPC100 を一般

公開します。入退室管理専用設計の XRC100 シ

リーズに似た外観の製品ですが、全く異なるコ

ンセプトで開発されたもので、当初よりユーザ･

ベンダにて開発・カスタマイズを行っていくこ

とを前提にしています。出席管理、来場者管理、

勤怠管理、工程管理、電子広告、FA 制御と、さ

まざまに多様化する RFID ビジネスに向け、さ

まざまな応用設計が可能です。本製品と、本製

品を利用したソリューションビジネスの展開に

は当社独自での展開ではなく、SI ベンダとの協

業がかかせません。第 44 期の大きなテーマは

SI ベンダとの密接な連携をとっていくこととな

 
◇また第 43 期よりリリースしている小型軽 

量で安価なハンディリーダライタもさまざまな

SI ベンダがソリューションの提案をはじめてい

ます。SI ベンダへの提供を行っていくとともに

当社においても、提案ビジネスを行っていくこと

により

小型ハンディリーダライタ 
XR03U-TI 

さまざまな SI ベンダにて 
応用システムを開発･提案中
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